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今やインターネットビジネスを支える IT情報基盤には、仮想マシン、ベアメタル、ファブリッ

ク、仮想ネットワーク、仮想ストレージなどの高度な技術が適用され、さらにオンプレミス、

ホスティング、プライベートクラウド、パブリッククラウドなど様々なサービスが提供される

ことで、コンピューティングリソースの選択肢が多様化する反面、サービス選定と基盤運用の

複雑化を招いています。 

 

その IT情報基盤に要求されるセキュリティや性能、機能、安定性など多肢にわたる要求を実現

するには適切な運用設計と運用技術を必要とし、この基盤システムの運用がサービスの品質と

ビジネスの成否を決定付ける大きな要因でもあります。それぞれのサービスやアプリケーショ

ンに適した IT情報基盤サービスを選択し、適切なコストで必要十分な運用を施す事がインター

ネットビジネスにおける重要な課題となっています。 

 

しかしながら、従来運用における設計や手順などは各サービスや組織ごとで属人的かつ曖昧な

基準によって実施されている場合が多く、IT情報基盤における運用の項目、作業負荷、品質、

及び費用対効果を精査することが大変困難でした。そのため IT情報基盤サービスの適切な選

択、運用に対する適当な人材雇用と投入工数、アウトソーシングやマネージド・サービスなど

の正しい評価と活用を阻害する原因にもなっています。 

 

そこで、IT情報基盤の運用サービスを提供するマネージド・サービス・プロバイダ及び IT情

報基盤の運用に携わる技術者等と協力し、運用の技術向上と品質向上、運用技術に携わる人材

の発掘と育成、運用に関連する様々な評価軸を整理して明確化するために日本 MSP 協会を設立

します。そして、利用者にとって最適な IT情報基盤の選定と、適切なコストで安全かつ効率的

に基盤を運用する指標を提供することで、さらなる IT 産業界の活性化に貢献していきます。 
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